
絵図-1「名所江戸百景」(水道橋駿河台)

1. はじめに

　浮世絵には、かつての江戸・東京における河川を

はじめとする水辺空間が舟運機能を果たすとともに

人々の生活用、防水用、親水用など多面的に利用さ

れていたことが描かれている。そして江戸特有の多

様な文化を育むと同時に名所と称される美しい景観

を生み人々に愛され親しまれてきた。しかし戦後の

経済発展に伴い利便性や治水上の施策が強調され、

その結果都心における水辺空間は、高速道路やコン

クリートの支柱群ビル群などにより遮られ、かつて

人々が日常的に体験していた水辺空間における豊か

さは失われた。また近年では、都市におけるヒート

アイランド現象や砂漠化は深刻な問題として取りざ

たされている。一方では、人々が余暇や日常の潤い

を都心における水辺空間に求めるようになった。日

本橋の高速道路地下構想など、全国的に水辺空間の

再生に対する活動も活発化してきている。浮世絵に

描かれた水辺空間における豊かさは、現代における

都市を昇華しこれからの都市空間の在り方を担うひ

とつの大きなテーマであるといえる。

２．既往研究のレビュー

これまで、「広重の浮世絵風

景画にみる景観分類に関する

研究」、「広重の浮世絵風景

画に描かれた河川景観の絵図

に関する一考察」として、多

くの成果が得られているが、

江戸・東京についての研究は

なされていなかった。

　そこで「浮世絵に描かれた江戸・東京の水辺空間

の空間構成要素について」では広重が描いた「名所

江戸百景」を研究対象とし、浮世絵に描かれた要素

のうち出現頻度上位要素を明らかにした(図-１)。

さらに個性と多様性に富む浮世絵をＫＪ法＊1を用い

て類型化することにより17類型を得、さらにそれら

を図式化することにより最終的に水辺を主題とする

類型と水辺を空間の一部またはアクセントとしてと

らえている類型の二類型に分類することができた。

さらに水辺を主題としてとらえている類型の分析よ

り、・観賞用として整備された水辺・寺社のある水

辺・河川沿いに建ち並ぶ建築・水上の賑わいという

4つの水辺空間の特徴とその要素を抽出し、考察を

行った。しかし浮世絵の絵図は複数の要素から構成

されていることから、これらの組み合わせとその特

徴という視点から分析することが必要であるといえ

る。

３．研究の目的

　浮世絵の絵図に描かれた江戸・東京の美しい水辺

や、人々の生き生きとした姿は現代の都市における

水辺空間の再生のための指標の一つになると考えら

れる。

　そこで、本研究は歌川広重が描いた「名所江戸百

景」における水辺空間における構成要素間相互の関

係性について分析・考察することにより、江戸・東

京における水辺空間の豊かさを再生するための有効

的な建築・都市計画手法として構築することを目的

としている。

浮世絵に描かれた江戸・東京の水辺空間における構成要素間相互の関係性について

Study on the Mutual Relations Between the Componentin 
the Water Side Space of Edo-Tokyo

Drawn in the Ukiyoe
Wakana TAO , Satoshi YAMADA , Hirotomo OHUCHI

日本生産工(院)　○田尾　若菜 　日比生寛史建築計画研究所　菊池　秀和

日本生産工(院)　　山田　悟史   日本生産工　　　　　　　　大内　宏友



C.N./U.N. 33 31 40 subtotal total rate
A 季節 不明 春 不明
B 時間 不明 夕方 不明
C 天気 晴れ 晴れ 晴れ
D1 霧 1 0 0 1 4 9.30
D2 海 0 0 0 0
D3 河川 0 1 1 2
D4 池 0 0 0 0
D5 堀 0 0 0 0
D6 1 0 0 1
D7 水溜り 0 0 0 0
D8 滝 0 0 0 0
D9 干潟 0 0 0 0
E2 帆船 0 0 0 0 2 4.65
E3 0 0 0 0
E4 筏 1 1 0 2
F2 屋台 0 0 0 0 3 6.98
F3 小屋 1 0 0 1
F4 町屋 0 0 1 1
F5 店舗 0 0 0 0
F6 蔵 0 0 0 0
F7 屋敷 0 0 0 0
F8 寺社 0 1 0 1
F9 城 0 0 0 0
F10 建築群 0 0 0 0
G1 石造橋 0 0 0 0 3 6.98
G2 木の橋 0 0 0 0
G3 その他 1 1 1 3
H 街路 0 0 0 0 0 0.00
I2 簾 0 0 0 0 4 9.30
I3 看板 0 0 0 0
I4 家紋 0 0 0 0
I5 鳥居 0 1 1 2
I6 門 0 0 1 1
I7 火のみ櫓 0 0 0 0
I8 ちょうちん 0 0 1 1
J2 群集 0 1 0 1 11 25.58
J3 女 1 0 1 2
J4 子供 1 0 1 2
J5 士 0 0 1 1
J6 農 0 1 0 1
J7 町人 1 0 0 1
J8 僧侶、神主 0 1 0 1
J9 判別不能 0 1 1 2

C.N./U.N. 33 31 40 subtotal total rate
K1 鳥 0 1 0 1 1 2.33
K2 魚 0 0 0 0
K3 亀 0 0 0 0
K4 猫 0 0 0 0
K5 馬 0 0 0 0
K6 犬 0 0 0 0
K7 狐 0 0 0 0
K8 その他 0 0 0 0
L1 山 1 1 0 2 12 27.91
L2 富士山 0 0 0 0
L3 森、林 1 1 1 3
L4 樹 1 1 1 3
L5 生垣 0 0 1 1
L6 草、芝 1 1 1 3
L7 その他 0 0 0 0 1 2.33
M1 舟こぎ 0 1 0 1
M2 漁〈投網、釣り） 0 0 0 0
M3 行水 0 0 0 0
M4 鵜飼 0 0 0 0
M5 宴会〈屋形船） 0 0 0 0
N1 土手 1 0 0 1 2 4.65
N2 堤防 0 0 0 0
N3 川床 0 0 0 0
N4 船着場 1 0 0 1
O 視点の高さ 丘の上 アイライン以上 丘の上
P 行事 舟ひき 0 0

43

Ｎ水辺の工作物

Ｎ水辺の工作物

Ｉサイン

Ｄ水

9.3

Ｄ水 3.45
Ｊ人物 34.78

Ｌ緑 10.87

Ｄ水

6.52
Ｈ街路 6.52
Ｉサイン 6.52

6.52
Ｌ緑 39.29
Ｊ人物 26.79
Ｆ建築 10.71
Ｄ水 8.93
Ｌ緑 20.47
Ｅ舟 20.47
Ｆ建築 13.39
Ｄ水 11.02
Ｌ緑 23.48
Ｊ人物 17
Ｅ舟 12.55
Ｄ水 10.93
Ｋ動物 63.81
Ｊ人物 6.5
Ｌ緑 6.03
Ｆ建築 4.87
Ｄ水 4.41
Ｌ緑 20.18
Ｊ人物 17.98
Ｋ動物 12.28
Ｆ建築 11.84
Ｅ舟 8.33
Ｉサイン 7.46
Ｄ水 7.02

Ｊ人物 29.55
Ｌ緑 25
Ｆ建築 25
Ｉサイン 9.09

Ｄ水 4.55
Ｋ動物 60.6
Ｌ緑 20
Ｆ建築 20
以下なし
Ｊ人物 25.68
Ｉサイン 20.27
Ｌ緑 17.57
Ｆ建築 14.86
Ｄ水 5.41
Ｊ人物 30.68
Ｆ建築 20.45
Ｌ緑 19.32
Ｉサイン 7.95
Ｄ水 7.95

Ｌ緑 20

Ｆ建築 20

Ｄ水

10

Ｈ街路 10

Ｊ人物 10

10
Ｊ人物 44.44
Ｌ緑 44.44
Ｆ建築 11.11
以下なし
Ｌ緑 33.33
Ｄ水 29.17
Ｊ人物 20.83
Ｌ緑 22.37
Ｊ人物 21.05
Ｋ動物 11.84
Ｄ水 11.84
Ｆ建築 18.42
Ｊ人物 15.79
Ｋ動物 15.79
Ｉサイン 13.16
Ｌ緑 10.53
Ｎ水辺の工作物 10.53
Ｄ水 10.53

17類型の表題
(絵図ナンバー)

17類型の表題
(絵図ナンバー)

出現頻度
上位要素

出現頻度
上位要素

出現率 出現率

001鳥瞰図 Ｌ緑 27.91
Ｊ人物 25.58

9.3
002視点がアイライン Ｊ人物 37.93

Ｌ緑 34.48
Ｆ建築 10.34
Ｉサイン 6.9

003一点投資図法

Ｆ建築 17.39

004手前の人よりも
   富士山の方が大きい

005河川と船・町並み・
   山並み・富士山が
   層になっている

006多くの帆船・
   筏での漁・渡し・舟運

007が左右に渡っている

008視点の位置にある
   要素が見切れる
   

009右側手前の
   建築物が見切れる

010妖怪

011人の表情や
   衣服の表現が詳細

012行列や群集が
   道を歩いている

013霧・桜並木・
   建築群が層に
   なっている

014桜の下で
  花見をしている

015滝とそれを
   利用する人々

016川幅が広く
   蛇行している

017雨・雪の時の
   人々の様子や風景

表-1　浮世絵に描かれた空間構成要素 表-2　001鳥瞰図に描かれた構成要素

表-3 類型ごとの出現頻度上位要素

Ａ.季節

B.時間

C.天気

E..舟

G.橋

H.街路

A1春

B1朝

C1晴れ

D1霧

D6用水路

E1帆船

F1屋台

F6屋敷

G1石造橋

H1街路

I1簾

I6火のみ櫓

A2夏

B2日中

C2曇り

D2海

D7水溜り

E2屋形船

F2小屋

F7寺社

G2木の橋

I2看板

I7ちょうちん

A3秋

B3夕方

C3雨

D3河川

D8滝

E3筏

F3町屋

F8城

G3その他

I3家紋

A4冬

B4夜

C4雪

D4池

D9干潟

F4店舗

F9建築群

I4鳥居

A5不明

B5不明

C5不明

D5堀

F5蔵

I5門

M.水辺の
行為

N.水辺の
工作物

O.視点

P.行事

J1群集

J6町人

K1鳥

K6犬

L1山

L6草、芝

M1舟こぎ

N1土手

O1視点の
高さ

P1行事

J2女

J7僧侶、神主

K2魚

K7狐

L2富士山

L7その他

M2漁
〈投網、釣り）

N2堤防

J3子供

J8判別不能

K3亀

K8その他

L3森、林

M3行水

N3川床

J4士

K4猫

L4樹

M4鵜飼

N4船着場

J5農

K5馬

L5生垣

M5宴会
〈屋形船）

L.緑

I.サイン

F.建築

F.建築

D.水 J.人物

K.動物

※ J ． 人 物 に お け る

8 . 判 別 不 能 は 、

人 物 と 認 識 で き る が

その人物が何であか

小さく描かれているため、

特定できない場合である。

４．分析方法

４－１．出現頻度上位要素の抽出

　本研究では、歌川広重の「名所江戸百景」に描か

れた119枚の絵図を対象とする(図絵-1)。既往研究

において全ての絵図から出現頻度上位要素としてＤ

水、Ｊ人、Ｌ緑を得た(表-1)。そこでＫＪ法より

得た17類型ごとの上位要素を調査することにより定

量的観点から空間構成要素間相互の関係性について

調査を行った。調査より得られた17類型のそれぞれ

の出現頻度上位要素を以下にまとめる(表-3)。

　調査より得られた結果のうち、特に上位の要素の

考察を以下にまとめる。

・水辺空間を含まない「010妖怪」と「014桜の下で

花見をしている」以外のすべての類型の上位要素に

Ｄ水、Ｊ人、Ｌ緑が含まれており異なる表題を持つ

17類型に分けてもこれらが豊かな水辺空間に必要な

要素であることがわかった。

・Ｄ水、Ｊ人、Ｌ緑以外の上位要素が含まれる類型

があり、３つの中で最も出現率の低いＤ水以上の出

現率を持つ要素によりその類型の特徴が現れること

がわかる。

・類型の特徴となる要素としてＥ舟、Ｆ建築、Ｈ街

路、Ｉサイン、Ｋ動物、Ｎ水辺の工作物を抽出する

ことができた。

４－２．出現頻度上位要素の数によるグループ化　　

構成要素間相互の関係性を分析するために抽出した

上位要素の数に着目し、17類型のグループ化を行い

それぞれのグループの関係性を図式化した(図式-１)。

ＫＪ法より得られた17類型とそれらをさらに統合し

て得られた「水辺を主題とする類型」と「水辺を空



水辺空間を
含まない絵図

出現頻度上位要素の組み合わせ

D水+Ｊ人+Ｌ緑
以外に上位要素が
一つ

D水+Ｊ人+Ｌ緑
以外に上位要素が
二つ

D水+Ｊ人+Ｌ緑
以外に上位要素が
三つ

D水+Ｊ人+Ｌ緑
以外に上位要素が
四つ

D水+Ｊ人+Ｌ緑
以外の上位要素
なし

010妖怪 014桜の下で花見をしている

015滝とそれを利用する人々

001鳥瞰図004手前の人よりも
   富士山の方が大きい

006多くの帆船・筏での漁・
   渡し・舟運

016川幅が広く蛇行している

002視点がアイライン

005河川と町並み・山並み・
   富士山が層になっている

007橋が左右に渡っている009右側手前の建築物が
   見切れている

011人の表情や衣服の表現が
   詳細

012行列や群集が道を
  歩いている

013霧・桜並木・建築群が
   層になっている

003一点透視図法 008視点の位置にある要素が
   見切れる

017雨・雪の時の人々の
   様子や風景

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑+ＩサインＤ水+Ｊ人+Ｌ緑+Ｆ建築 Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑+Ｅ舟 Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑+Ｋ動物

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｉサイン+Ｆ建築

Ｄ水+Ｌ緑+Ｅ舟+Ｆ建築

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｋ動物+Ｆ建築

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+F建築+Ｈ街路+Ｉサイン

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+F建築+Ｈ街路+Ｉサイン+Ｎ水辺の工作物

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+F建築+Ｅ舟+Ｉサイン+Ｋ動物

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｆ建築+Ｉサイン+Ｋ動物+Ｎ水辺の工作物

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｉサイン+Ｆ建築

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｉサイン+Ｆ建築

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑
+Ｉサイン+Ｆ建築

水辺を主題としてとらえている類型

水辺を空間の一部または
アクセントとして捉えている類型

〈凡例〉

水辺空間を含むほと
んどの類型において
Ｄ水・Ｊ人・Ｌ緑の
出現率が高い。

水辺を含まな
い類型はそれ
ぞれ三つのア
イテムの要の
みで素描かれ
ている。

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑+一つのグループではすべ
ての類型に異なる要素が足されている。
このことから17類型を最も大きく分類す
る出現頻度上位要素としてＦ建築、Ｉサ
イン、Ｅ舟、Ｋ動物を挙げられることが
わかった。

水辺を含む類型の
うち005「河川と町
並み・山並み・富
士山が層になって
いる」の上位要素
にはＪ人が含まれ
ない。

すべての類型におい
てＦ建築が増えてい
るがそれぞれは異な
る表題を持つことか
らＦ建築に描かれ方
のパターンがあると
考えられる。

Ｆ建築を用いて周辺環
境を描き分けているた
め、町並みとしてＦ建
築を描いている類型で
はＪ人が上位に入らな
かったといえる。した
がって要素の関係性か
らはグループとしては
Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑+二つ
のグループに属すると
考えられる。

水辺を主題とする類型はＤ
水・Ｊ人・Ｌ緑以外の出現
頻度上位要素が0から二つ
で構成されているのにたい
し、水辺を空間の一部また
はアクセントとして捉えて
いる類型は一つから四つと
いう様々な組み合わせで構
成されている。

Ｄ水+Ｊ人+Ｌ緑

構成要素

表題

表題

構成要素

Ｎ水辺の工作物

Ｉサイン

Ｆ建築 Ｋ動物

Ｈ街区

出現頻度上位要素による
グループ間の関係性

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑+Ｆ建築

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑     +Ｆ建築

+Ｈ街路
+Ｎ水辺の工作物

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑     +Ｆ建築

+Ｈ街路
+Ｉサイン

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑     +Ｆ建築

+Ｅ舟
+Ｉサイン
+Ｋ動物

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑     +Ｆ建築

+Ｉサイン
+Ｋ動物
+Ｎ水辺の工作物+Ｎ水辺の工作物

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑
    +Ｅ舟   

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑
  +Ｉサイン

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑
   Ｋ動物

Ｄ水Ｊ人Ｌ緑   +Ｆ建築 Ｄ水Ｊ人Ｌ緑   +Ｆ建築Ｄ水Ｊ人Ｌ緑   +Ｆ建築

    +Ｅ舟     +Ｉサイン   Ｋ動物

図式-1　出現頻度上位要素数と類型間の関係性 図-2　出現頻度上位要素間相互の関係性



間の一部またはアクセントとしてとらえている類

型」について定量的な分析・考察を行い、以下に整

理する。

1）D水+Ｊ人+Ｌ緑以外の上位要素なし

・名所と呼ばれる水辺空間に最低限必要な要素は

人々の存在と樹木・森林のような緑である。

2）D水+Ｊ人+Ｌ緑以外の上位要素が一つ

・Ｉサインが足された絵図からは水辺空間が様々な

行事に彩られていた事がわかる。

・Ｆ建築が足された類型は水辺の建築が富士山を借

景するように作られていた事がわかった。

・Ｅ舟が足された類型からは人々の日常的な活動の

中に水辺空間が入り込んでいた事がわかる。

・Ｋ動物が足された類型からは水辺や水辺の緑と合

わせて人々の鑑賞の対象となっていた事がわかった。

3）D水+Ｊ人+Ｌ緑以外の上位要素が二つ

一つ足されたグループにＦ建築が加わったのがこの

グループである。Ｆ建築が足されることで人々の活

動内容や水辺周辺の様子がより詳しく描かれている。

水辺空間に作られた建築には店舗や宿のような水辺

に集まる人々のために作られたものと、寺社のよう

に水辺に建てられたところに人々が集まってくるも

のとに分けられる事がわかった。建築の種類によっ

て水辺空間や人々の様子を示す不可欠な要素だが、

名所の背景という性格が強いといえる。

4）D水+Ｊ人+Ｌ緑以外の上位要素が三つ

　 D水+Ｊ人+Ｌ緑以外の上位要素が四つ

Ｈが行くやＮ水辺の構造物などが加わり、より多く

おり広い水辺空間の情報が描かれている。場所性や

人々の様子は建築の種類からも把握できるが、要素

が増えたことで一つのシーンを切り取るのではなく

水辺空間を持つ町並みとして描かれている。

5）水辺を主題としている類型と水辺を空間の一部またはアクセ

ントとしてとらえている類型の比較

水辺を主題としている類型はＤ水、Ｊ人、Ｌ緑にゼ

ロから二つの要素のグループに属しているのに対し、

水辺を空間の一部またはアクセントとしてとらえて

いる類型は一つから四つのグループに属し、定量的

視点からも２類型に分類することができるとわかっ

た。また要素の組み合わせから、水辺空間を主題と

している類型は、より明確なワンシーンとして水上

または水際の様子を描いているといえる。これに対

し水辺を空間の一意部またはアクセントとしてとら

えている類型からは水辺空間が、人々の活動を彩る

Ｆ建築や祭事・イベントを示すＩサイン、Ｌ緑とと

もに穏やかな自然の雰囲気を作るＫ動物と同様に

人々の生活や季節の行事町並みを彩るために必要な

要素であることがわかった。

５．まとめ

以上のことから、浮世絵に描かれた江戸東京の水辺

空間における出現頻度上位要素を定量的にとらえ、

分析考察することにより得られた構成要素間相互の

関係性について以下にまとめる。

①ＫＪ法より得た17類型ごとに上位要素を抽出する

ことにより水辺空間を含まない010妖怪と014桜の下

で花見をしている以外のすべての類型の出現頻度上

位要素にＤ水、Ｊ人、Ｌ緑が含まれていることがわ

かった。

②出現率よりＤ水、Ｊ人、Ｌ緑以外の上位要素を類

型の特徴となる空間構成要素としてＥ舟、Ｆ建築、

Ｈ街路、Ｉサイン、Ｋ動物を抽出することができた。

③出現頻度上位要素の数と組み合わせを図式化する

ことにより「水辺を主題としている類型」と「水辺

を空間の一部またはアクセントとしてとらえている

類型」の関係性及び、空間構成要素間の関係性を

図-2のようにまとめることができた。

以上本研究では浮世絵に描かれた空間構成要素間相

互の関係性に着目し調査・分析を行うことにより、

水辺空間の豊かさの再生と街づくり手法にかんする

有効な知見を得ることができた。

なお、今後の展開として構成要素の組み合わせと絵

図の構成について調査・分析を行う予定である。

＜注釈＞
＊１)ＫＪ法
　収集し蓄積された情報の中から、当面する問題の解決に必要なものを取り出し、
互いに関連のあるものをつなぎ合わせ、整理・統合する手法の一つであり、特に、
質的にバラエティに富んだ情報内容の構造の把握に有効的な手法である。
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